
第2章 信用リスク分析の「参考文献と文献解題」 
 

文献解題 
  
EViewsによるロジットと極値回帰分析の実行については「EViews9ユーザーズガイド第

29 章第 1 節」を、ポアソン回帰については第 29 章第６節を参照してください。また非線

形連立方程式の解法については「EViews9オブジェクト第 1 章の 1 節」と Solveなどの関

連のコマンドを参考にしてください。 
従属変数が(1,0)変数であるときの回帰分析については比較的わかりやすい説明が

Maddala(2001)の第 8 章、あるいは Pindyck and Rubinfeld (1998)の第８章にあります。これ

ら２つの本とも邦訳があります。過分散が生じているときのポアソン回帰分析については

Cameron and Trivedi (1990,1986)が詳細に議論しています。 企業の財務諸表データなどか

らデフォルト確率を推定する方法とその実際についての詳細は森平(2009,2011)を参照して

ください。 
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